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 設置の趣旨

• 福島第⼀原⼦⼒発電所視察者の他、地域の皆さまや⼀般の⽅々など幅広い層の皆さまにご来館いた
だきたいと考えております。

• 2020年に福島県が双葉町へ開設予定のアーカイブ拠点施設をはじめとする関係施設や周辺地域等
との連携を図ってまいります。

「東京電⼒廃炉資料館」の概要

当社は、発電所周辺地域をはじめとした福島県の皆さま、そして国内外の多くの皆さまが、福島原⼦⼒
事故の事実と廃炉事業の現状等をご確認いただける場として、「東京電⼒廃炉資料館」 を当社施設で
ある 「旧エネルギー館（福島県双葉郡富岡町）」 に設置いたします。

 「東京電⼒廃炉資料館」 の概要

「東京電⼒廃炉資料館」の外観
（旧エネルギー館内をリニューアル）

福島県双葉郡富岡町

■ 名 称 ︓ 東京電⼒廃炉資料館
■ 所 在 地 ︓ 福島県双葉郡富岡町⼤字⼩浜字中央378番地 （旧エネルギー館）
■ 開 館 予 定 ︓ 2018年11⽉末
■ 運 営 ︓ 東京電⼒ホールディングス株式会社 福島復興本社
■ 建 物 概 要 ︓ 【階層】 2階建 【展⽰⾯積】 約 1,900㎡

■ 開 館 情 報
（ 予 定 ） ︓

【開館時間】 9:30〜16:30 【休館⽇】 毎⽉第３⽇曜⽇
【⼊館料】 無料（駐⾞場無料）



 展⽰構成イメージ・コンセプト

原⼦⼒事故の記憶をつなぐ

福島第⼀原⼦⼒発電所とつなぐ

展⽰内容

「廃炉」に向けた安定化対策の展⽰ 「放射線情報」と「地域紹介」のコミュニケーションスペース
（エントランス脇に設置予定）

 館内イメージ

事故の進展と事故対応への様々な取り組みに
焦点を当て、外部電源復旧に⾄るまでの経過を
紹介し、⼆度と事故を起こさないための反省と教
訓を総括します。

進捗していく廃炉に向けた安定化(リスク低減)
対策を紹介し、膨⼤な廃炉作業の現場を⾒える
化するとともに、最新・リアルタイム情報を発信し
ます。

【福島原⼦⼒事故】

「記憶と記録」

「反省と教訓」

【お迎え】
東京電⼒の
決意メッセージ

【廃炉】

「現場の姿」

「作業の進捗」

２階

1階

「エントランス」 「福島原⼦⼒事故」の記憶、反省と教訓の展⽰

以 上


